
学校番号 ３００７ 

令和 2 年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電気機器応用 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 電気機器（実教出版） 

副教材 なし 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・電気機器は日常生活の中で気づかないうちに、その恩恵を受けています。電気エネルギーの発生(発 

電)から輸送(送電、配電)、消費(動力)の流れの中で、電気機器がどのような所にどのように使われ 

いるかを理解します。また、安全、安定、効率、環境などの視点からも構造や運転方法などがどの 

ように実現されているかを理解します。 

・写真や図および電気機器の実習などで理解を深めます。 

・2 年次の電気機器で学んだ機器の基礎的内容をもとに、より高度な交流機器やパワー半導体デバイ 

スの内容を学びます。 

 

２．学習の到達目標 

・交流機器に関する基礎的知識と技術を習得し、電気機器の実験・実習の併習により、活用できる能 

 力を身につける。 

・パワー半導体デバイスとそれらのデバイスを用いた基本回路および応用回路に関する基礎的知識と 

  技術を習得し、活用できる能力を身につける。 

 

３．学習評価（評価基準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・発電機、電動機、変

圧器およびこれらに

付属する機器につい

て、原理・構造・特性・

用途などに興味・関心

を持っている。 

・積極的に学習に取り

組むとともに、技術者

としての態度を身に

つけている。 

・電気基礎および電気

実習の学習で習得し

た関連知識を生かし、

電気機器について発

展的に思考・考察し、

導き出した考えを的

確に表現する力を身

につけている。 

・実験機械・器具・計

測器の機能を正確に

理解し、取り扱うこと

ができる。 

・測定データの処理が

正しくでき、結果を的

確に書き表すことが

できる。 

・電気機器に関する技

能を習得できる。 

 

・各種電気機器の原

理・特徴を理解し、そ

の取り扱いが正しく

できる。 

・起電力やトルクなど

の諸計算ができる。 

・各種電気機器の利用

技術について、正しく

理解できる。 

評
価
方
法 

・提出物や授業に取り

組む態度 

・課題レポート 

・定期考査 

・課題レポート 

・定期考査 

・課題レポート 

 

・定期考査 

・課題レポート 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価基準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

変
圧
器 

変圧器の損失～効率 ○  ○ ○ 
a: 変圧器の諸特性、結線、種類に

関心をもち、意欲的に学習に取

り組む態度を身につける。 

b: 演習を通じて問題解決の適切な 

判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ

処理、等価回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 効率、各種変圧器の特徴、取り

扱い上の注意点等について理解

できる。 

学習状況 

定期考査 

変圧器の結線～VV 結線 ○  ○ ○ 

2 回分の演習と補足  ○   

各種変圧器～スコット結線 ○  ○ ○ 

計器用変成器 ○  ○ ○ 

変圧器まとめと演習  ○   

１
学
期 

三
相
誘
導
電
動
機 

三相誘導電動機の原理～ 

同期速度 
○  ○ ○ 

a: 三相誘導電動機の原理・構造・

理論・等価回路等に関心をもち、

意欲的に学習に取り組む態度を

身につける。 

b: 演習を通じて問題解決の適切な 

判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ

処理、等価回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 変圧器と対比して考えることが

でき、諸量の算出ができる。 

学習状況 

定期考査 

三相誘導電動機の構造～ 

滑り周波数 
○  ○ ○ 

三相誘導電動機の二次電流

～簡易等価回路 
○  ○ ○ 

3 回分の演習と補足  
○ 

 
  

２
学
期 

三
相
誘
導
電
動
機
～
同
期
発
電
機 

三相誘導電動機の特性～ 

比例推移 
○  ○ ○ 

a: 誘導機の特性、運転と三相同期

発電機の原理・構造・特性に関

心をもち、意欲的に学習に取り

組む態度を身につける。 

b: 演習を通じて問題解決の適切な 

判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ

処理、等価回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 電動機始動法の原理と特徴、出

力特性図より特性を読み取るこ

とができる 

学習状況 

定期考査 

三相誘導電動機の運転～ 

誘導発電機 
○  ○ ○ 

2 回分の演習と補足  ○   

三相同期発電機の原理～ 

起電力の大きさ 
○  ○ ○ 

三相同期発電機の構造～ 

電機子反作用 
○  ○ ○ 

2 回分の演習と補足  ○   

 



４．学習の活動 

２
学
期 

三
相
同
期
発
電
機 

三相同期発電機の等価回路

～短絡曲線 
○  ○ ○ 

a: 三相同期発電機の等価回路・特

性・並行運転に関心をもち意欲

的に学習に取り組む態度を身に

つける。 

b: 演習を通じて問題解決の適切な 

判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ

処理、等価回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 同期インピーダンス、短絡比な

どの諸量の算出、並行運転の条

件や理由、について理解できる。 

学習状況 

定期考査 

同期インピーダンス～ 

短絡比 
○  ○ ○ 

2 回分の演習と補足  ○   

三相同期発電機の自己励磁

現象～出力 
○  ○ ○ 

三相同期発電機の並行運転

～負荷分担 
○  ○ ○ 

2 回分の演習と補足  ○   

３
学
期 

三
相
同
期
電
動
機
～
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス 

三相同期電動機の原理～ 

電機子反作用 
○  ○ ○ 

a: 三相同期電動機の原理と特性と 

 電力変換の原理、半導体バルブ

デバイスなどに関心をもち、意

欲的に学習に取り組む態度を身

につける。 

b: 演習を通じて問題解決の適切な 

判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ

処理、等価回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 同期発電機と電動機の電機子反 

 作用やパワーエレクトロ二クス 

 の電力変換方式の種類や利用例 

 などを理解できる。 

学習状況 

定期考査 

三相同期電動機の特性～ 

位相特性 
○  ○ ○ 

パワーエレクトロニクス～

電力変換原理 
○ ○ ○ ○ 

半導体バルブデバイス～ 

サイリスタ 
○ ○ ○ ○ 

パ ワー トラ ンジ スタ ～

IGBT 
○ ○  ○ 

 


